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瑞浪市化石博物館

みずなみ

名古屋から中央線で約1時間のところに瑞浪市カミあ

る.瑞浪市は人口4月たらずの静かな町であるカミ

付近に良質の粘土を産出するので土岐市や多治見市と

ともに陶磁器食器(美濃焼)の生産の盛なところであ

る.またこの地方はかつては美濃炭田として亜炭の

採掘が盛に行なわれた.最近には昭稿37年12月にウ

ラン鉱床がこの地方で発見され月吉鉱床では現在も動

燃事業団東濃鉱山で探鉱カミ違められている.

瑞浪地方はこのように地質的因縁のきわめて深い所

であるカミまた古くからデスモスチルスと呼ばれる哺乳

類ビカリヤなどの貝類の化石が発見されわカミ国の第

三紀中新世研究のメッカとたっている.有名なナウマ

ンが明治10年11月にその年に開学した東京大学地質

学科の学生9名をつれて日本最初の地質巡検を行なっ

た時にこの地を訪ずれておりその後地質･古生物研

究者の多くは一度はこの地に足をふみいれている.

この静かな町瑞浪市周辺にも時代の波がおしよせ

1971年～!974年に中央高速道の建設工事が行なわれた.

はざまぼら

瑞浪インタｰの建設された付近は狭間洞(この地方で

i証ら

は谷すじのことを祠とよぶ)とよばれ戸狩･山野内･

狭間層とよばれる瑞浪層群の模式地にあたりこの建設

現場では多くの眠れる化石を発掘した.その数は

近藤善教

約700種10万個におよぶといわれている.その中で

瑞浪市教育委員会は名古屋大学地球科学教室糸魚川淳

二助教授をはじめ多くの研究者の協力を得てこわさ

れてゆく地層と化石を少しでも記録し保存しようと地

道な作業をすすめてきたが去る5月1目めでたく開館

のはこびとなった.

展示

“郷土の自然と生物のうつりかわりは未来の展望に

つながる"というテｰマのもとに本館の展示は行なわ

れている.それはただ単恋る化石の羅列ということで

恋く地層や化石の研究から求められた古環境を復元し

自然の変遷を忠実に画くように努めてある.まさに本

館はわれわれの郷土の過去を写し現在をみつめさ

らに未来を静思させてくれる学習の場といってよかろう.

内容と配置

当館の展示の内容とその配置は次のとおりである.

(1)より(8)の順に中新世から現世に至る自然と生物の変

遷を化石･パノラマ･冬ライドなどによって解説して

ある.

丁

地層柱状図瑞浪付近の地層の層序関係を一目で

分るように実物標本を積重ねてある.おそらく本
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鰯展示◎地質と地形模型

はじめに⑤その頃の生物

11〕瑞浪の化石と地層◎海の生物◎陸の生物

(a)デスモスチルスを含む地層柱状図(2)その頃の海と陸(古環境･古景観･古地理)

⑤デスモスチルス･パレオパラドキシヤ13)まわりの様子(岩村と可児)

展示内容と配置図

(4)古瀬戸内海

(5)その頃の日本

(6〕瀬戸湖と古木曽｣ll

(7)コハクと昆虫の世界

(8〕現在の瑞浪

◎人間の残したもの

◎瑞浪の自然

◎人問の生活

おわリに

⑭教育広場

サブ･テｰマ

⑦古生態

◎ウランと亜炭

○岐阜県の地質と化石

θ瀬戸内海�
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鎗独白のものであろう.

デスモスチルス明治31年当館の近くで頭骨

が発見されてから北太平洋岸の各地で発見されて話

題をよんだ.ここで出たものはテスモスチノレス･

ヤポニクスで現在国立博物館に保管されている.

当館にはテスモスチノレス･ミラビリス(サノ･リン産)

とパレオパラドキシア･タバタイ(土岐市泉町久尻

産)の実物大模型を展示して海辺をさまよう様子を

パノラマで見せてある.

ウラシわカミ国最大の月吉鉱床付近の地質断面模型

を展示して産状を分り易くしてある.鉱石はボ

タンを押せばカウンタｰや螢光で観察できるように

たっている.

教育広場展示室中央に円形コｰナｰを設けて

ある.ここでは化石や岩石のしらべ方について解説

があり偏光顕微鏡や双眼顕微鏡で観察できるように

なっている.また化石の標本をならべて自由に手

にとって観察できるように企画されている.

くじら瑞浪インタｰ付近の山野内層下部から約

20頭分の化石カミでた.ヒゲクジラ種といわれる.

魚(ハタ類)スズキ科の仲間で日本最大の頭骨化

石である.本館より約200m西の古瀬戸橋付近の山

野内層からでた.

貝類化石瑞浪層灘の各累層別に産出化石をなら

べてあり下部から上部へ種類の変化カ茎一見できる.

らせんに巻いたオパｰルからできている｢月のおさカミ

り｣とよばるビカリヤはみごとなものである.

古瀬戸内海中新世中期の第一瀬戸内海の古地理

図を画いて瑞浪層灘を堆積した海の拡りを示してあ

る.三重･京都･中国地方の同時期の産出化石をも

展示してその共通性を分りやすくしてある.

コハクと昆虫の世界中央高遠道の工事のとき

瑞浪市釜戸町から虫入りコハクがでた.大阪自然史

博物館の目浦勇氏の鑑定では昆虫は蟻の仲間といわ

れている.本館には標本とともに拡大したカラ

ｰの大型スライドを展示してある.まさに異色の天

然の柱せる芸術作品である.

博物館への順路

収蔵

化石

資料

ビカリヤオウム貝ノ･マグリなど

昆虫クモガニなど

サメコイタイなど

デスモスチルスゾウクジラなど

オオミツバマツメタセコイアなど

現生動物標本

考古関係

旧石器

砧じ｡

縄文時代･土器石錘

弥生時代･土器石器

古墳時代･土師器須恵器鉄鎖勾玉

各種図書文献写真

鰯観覧

入館料

開館時間

休館目

スライド等多数

案内

団体割引(30名以上)

一般200円150円

小中学生!00円80円

午前9:00～午後5:00

毎週木曜目･国民の祝日(但し休館日と重な

った場合はその翌日)

資料整理目(毎月末目)

但し月末が木曜目及び祝日の場合はその

前日とします.

年末年始(12月28目から1月4目)まで

翻所在地

岐阜県瑞浪市明世町山野内1-13番地

面509-6!留〈0572〉68-7710

灘博物館への順路

中央線瑞浪駅下車徒歩30分タクシｰ5分

東鉄バス目宙線･多治見線戸狩下車徒歩10分

中央自動車道瑞浪インタｰより2分

(筆者は名古屋出張所長)�


